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四季花卉図(1877年)



跡
見
花
蹊
の
画
業

花
蹊

(
一
八
四
〇
～

一
九
二
六
年
)
は
南
画

・
文
人
画

の
流
れ
に
立

つ
画
家
で
あ
る
。
門
流
か
ら
見
れ
ば
、

日
根
対
山

の
弟
子

に
当
る
。

伝
統
的
な
南
画
様
式
に
よ
る
山
水
や
花
鳥
草
木
な
ど
の
作
品
を
数
多
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

一
方
で
、
和
様
の
作

品
も
少
な
く
な
い
。
そ
の
画
風
は
力
感
あ
ふ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
賛
の
書
と
も
あ
い
ま

っ
て
花
蹊
作
品
の
独
特
な
魅
力
を
た
た

え
て
い
る
。
花
蹊
は
幼
時
か
ら
画
を
好
み
、
ま
た
、
若
年
の
頃
か
ら
、
絵
筆
を
揮

っ
て
、
学
資
の
糧
に
し
た
と
い
う
逸
話
も
幾

つ
か
残

さ
れ
て
い
る
。
自
在
、
多
作
の
画
家
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

・

明
治

の
頃
の
画
家
た
ち
の

「番
付
」
を
掲
げ
た

一
枚
刷
り
の
資
料
が
あ

っ
て
、
興
味
深
い
。
画
家
に
限
ら
ず
、
万
事

に
こ
と

よ
せ
て

「番
付
」
を
作
る
こ
と
が
明
治
に
は
行
な
わ
れ
、
流
布
し
て
い
た
が
、
閨
秀
画
家
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、

そ
の
種

の
番
付
表
の
中
に
、
花
蹊
の
名
を
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

書
作
品
の
場
合
と
同
様
、
花
蹊
の
画
業
は
、
教
育
と
も
結
合
し
て
い
た
。
跡
見
女
学
校
の
絵
画
の
授
業
で
直
接
生
徒

の
指
導

に
当

っ
た
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
が
、

一
方
で
花
蹊
は
、
手
本
作
成
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
す
べ
て
は
生
徒
た
ち

の
教
育

の
教
材
と
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
、
書
の
手
本
も
含
め
て
、
花
蹊
が
生
涯
に
筆
を
執

っ
て
作
成
し
た
法
帖
の
類
は
二

万
に
上

っ
た
と
い
う
。

下
絵

の
類
も
伝
存
し
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、
花
蹊
の
数
多
く
の
手
帖

で
あ
る
。
メ
モ
・
雑
記

・
日
録
の
類
と
合
わ
せ

て
、
旅

の
途
上
、
外
出
の
折
々
に
属
目
し
た
風
景
、
人
物
、
事
象
を
、
鉛
筆
書
き
、
も
し
く
は
ペ
ン
・
筆
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
も

の
が
数
多
く
見
出
さ
れ
、
画
家
花
蹊
の
、
日
常
生
活
の
中
で
の
研
鑽
と
習
練

の
営
み
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
跡
見
学
園
女
子
大
学
花
蹊
記
念
資
料
館
・
開
館
記
念
特
別
展

《跡
見
花
蹊
と
そ
の
時
代

図
説
解
説
、

一
九
九
五
年

=

月
発
行
よ
り
、
許
可
を
得
て
転
載

》
)


